
































































特  集 変化の時代を生き抜く FinTech 活用




















































































http://www.cao.go.jp/zei-cho/gijiroku/zeicho/2017/29zen10kai7.pdf,2018 年 7 月 25 日
３　内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室（2018）「世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20180615/siryou1.pdf,2018 年 7 月 25 日
４　Application Programming Interface の略。複数のアプリケーション等を接続（連携）するために必要なプログラムを定めた規約のこと。






























































































































い将来像に関するものである。AI や IoT などで自分
の仕事がなくなってしまうのではないかという不安を
感じて、質問をされる方もおり、マスコミでもそのよ
うな記事が出ることがある。確かに単純作業がなくな
ることは事実だが、創意工夫など人間として AI に負
けないものは無限にあると思われるだけに、IT はツー
ルと考え、明るい未来という観点で意見を求めたもの
である。パネリストからは熱い思いが語られた。また、
途中、会場からの質問を受けたところ、多くの質問を
いただいた。質問の詳細は割愛するが、予定時間を超
える多くの質問があり、会場の出席者がこの分野に強
い関心を持っていることを感じた。
おわりに7
　変化の時代を生き抜く FinTech 活用というテーマ
で、筆者は会計・税務という観点から述べたが、シン
ポジウムのパネリストから多くの刺激を受けるととも
に、明るい未来の会計・税務という方向性を強く感じ
ることができた。特に、シンポジウムの中で、単なる
変化ではなく、新しい価値が生まれてきているとの意
見は、変革と言ってもいいのではないかと感じてい
る。それだけに現場でも意識改革を求められることと
なる。また、経営者は特に意識改革が重要であり、シ
ンポジウムでは躊躇している経営者への厳しくも暖か
いエールのコメントもパネリストからあった。
　会計帳簿について考えると、紙の会計帳簿から会計
ソフトを利用する会計帳簿が主流となり、大きな変化
が生じた。これが、大企業と同様に中小企業も銀行な
どからの外部データを会計帳簿に取り込みが可能とな
り、今後、国の行政手続等のデジタル化の推進により、
より幅広い範囲でデータの取り込みが可能となるとい
う第二の変化が生じると考える。特に、いわゆるイン
ボイス（適格請求書）制度が平成35年10月から開始
予定であるが、電子化され電子インボイスとなると、
大きな変化になると考えている。
　最後に、このような動きの中で、大学・大学院の教
育について述べておきたい。会計処理の自動化が進ん
だとしても、会計の知識がないと会計処理が正しいか
どうかの判断ができない。例えば、ビッグデータによ
り、この取引にはこの会計処理と提示されたとしても、
正しく会計事実を認識する力は必要であり、特に、引
当金など見積り項目のような非定型取引では判断が重
要となる。このため、会計に関する教育は修正すべき
点はあるにしても、必要であると考える。また、会計
ソフトの情報を分析して活用することやセキュリティ
を含め内部統制や職業倫理の教育など情報の信頼性を
担保するための教育も重要になると考える。
